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背景
ソフトウェアの大規模化による保守開発コストの
増加 
‣ソフトウェア全体の把握が難しい 
‣ソフトウェアライフサイクルの全コストの3分の2を保
守開発が占めていることも 

一部の変更によりソフトウェアへの悪影響が生じ
る可能性がある 
‣修正漏れによる不具合
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研究の目的・アプローチ
目的 
‣保守開発における変更漏れによるソフトウェアへの悪
影響発生の防止 

アプローチ 
‣共変更すべき箇所（ファイル）の推薦手法の構築
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共変更の漠然としたイメージ
修正するバグの種類，追加する機能の種類による
共変更 

特定の目的によって共通する変更パターンがある
のではないか

4

ファイル
A

ファイル
B

ファイル
C

ファイル
D

バグAの
ための変更

バグBの
ための変更



現在の状況
影響波及分析のサーベイ中 
‣前回紹介したサーベイ論文に記載されている論文を読
んでいる 

‣現在は静的解析の部分 
‣ 8月中に一通り読み終えて，絞り込み
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